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■ＳＴ（持続可能な旅行）プロジェクトは 
  当面（1年間、来年夏まで）保留となった。 

■コロナ等の現状問題に対する取組みを 
  検討、議論する事になった。  主な論点は 
   「コロナ時代の旅行の課題は何か？ 
            何が求められるのか？」 
   「JTREC、CEFACT/TTLに何ができるのか？」 

■皆さん、新しい活動テーマの案を出して下さい！ 

 

 ＊）タイ氏から、各国・地域の感染症危険度を 

   示す安全指標（SafetyIndex）の提案？ 

 
 

今後の進め方 



 以下、 

  思いつき案の一例 



旅行者の欲求 
 来月に1週間の休暇が取れた。 

  ビーチリゾートでノンビリしたい。 

   今、どこへなら、旅行に行けるか ？ 

 

★旅行者のみならず、旅行業者、 

  ビジネス旅行者にとっても大きな関心 



フェーズ 項目 例 

往路 

移動手段の確保 飛行機は飛んでる ? 

出国・入国 健康診断・証明書、PCR検査書等が必要か ? 

隔離（２週間等）されないか ? 

目的地で 

感染症対策の程度 感染症対策の程度は 

 移動時、観光時、宿泊時、食事時、、、   

医療レベル 現地の医療機関は信頼できるか ? 

行動上の制約 マスクが必須か? 

目的地の
Availability 

***美術館は開館しているか？入場制限は？ 

現地の受容性 現地の人は旅行者を歓迎するか？ 

帰路 

移動手段の確保 飛行機は飛んでる ? 

帰国入国 健康診断・証明書、PCR検査書等が必要か ? 

隔離（２週間等）されないか ? 

旅行者の関心 

★上記のような情報がOD（発着）別に欲しい 

★旅行者のみならず、旅行業者、ビジネス旅行者にも必要な情報 

   



情報面の課題 
これら情報は散発的に色々なサイトから 

発信されているが 

  ・わかりにくい（ユーザーインタフェース） 

  ・各国ばらばら、統一的でない 

  ・タイムリーでない 

  ・正確性の保証は？公的に約束されるか？ 

  ・多国語対応か？ 

  ・共通化・共有化を実現できなくては 

 ⇒ 「国際的に」統一的、標準（ガイドライン） 

    準拠の情報発信が望まれる？ 

 直近ニーズとして、日本へのインバウンド旅行に 

  関する情報の整理・体系化・標準化が重要か 



 



 



 


